
生食用食肉を取り扱う施設に対する指導実施要領 

 

１ 目的 

    この要領は、食品、添加物等の規格基準（昭和３４年厚生省告示第３７０号。

以下｢規格基準｣という。）、食品衛生法第１９条第１項の規定に基づく表示の

基準に関する内閣府令（平成２３年内閣府令第４５号。以下「表示基準府令」

という。）及び「生食用食肉等の安全性確保について」（平成１０年９月１１

日付け生衛発第１３５８号。以下「衛生基準通知」という。）に基づき、牛肉

（内臓を除く。以下同じ。）又は馬肉を生食用食肉として取り扱う飲食店営業、

食肉処理業及び食肉販売業の営業施設（以下「生食用食肉取扱施設」という。）

に対する食品衛生上必要な指導等について定めるとともに、生食用食肉取扱施

設を把握し、飲食に起因する衛生上の危害の発生を防止することを目的とす

る。 

 

２ 届出 

（１）生食用食肉取扱施設の営業者に、牛肉を取り扱う施設は別紙様式１を、馬

肉を取り扱う施設は別紙様式２を用いて、必要事項を記入した「生食用食肉

を取り扱う施設の届出書｣の提出をするよう指導する。 

（２）（１）の届出事項に変更が生じた場合には、当該届出を行った者（以下「届  

出者」という。）に、変更内容を記載した届出書を速やかに提出するよう指

導する。 

 

３ 指導及び助言 

（１）生食用食肉取扱施設の営業者から提出された届出書の記載内容を確認し、  

必要があれば届出者にその作業手順等を十分聴取して、衛生上の問題等が起  

こらないよう指導及び助言をする。 

（２）届出書に基づき、規格基準及び衛生基準通知に示される基準に適合してい

るかどうかについて、当該届出があった生食用食肉取扱施設（以下「届出済

施設」という。）に出向いて速やかに確認し、確認時に規格基準及び衛生基

準通知に示される基準に適合していない場合は、適合するよう指導する。 

 

４ 自主検査による検証 

（１）届出済施設の現地確認時に自主検査の実施状況を検査成績書により確認す  

る。 

（２）届出者に対して、牛肉については規格基準の成分規格（腸内細菌科菌群：



陰性）に関する自主検査を規格基準に従った回数以上実施させ、衛生管理の

検証を行うよう指導する。 

（３）届出者に対して、馬肉については生食用食肉の成分規格目標（糞便系大腸

菌群、サルモネラ属菌：陰性）に関して年２回を目安に自主検査を実施して、

衛生管理の検証を行うよう指導するものとする。 

 

５ 表示 

（１）食肉処理業及び食肉販売業を営む届出者に対して、牛肉については表示基

準府令に、馬肉については衛生基準通知に基づく適正な表示を、容器包装又

は包装の見やすい場所に記載するよう指導する。 

（２）飲食店営業及び食肉販売業を営む届出者で牛肉を取り扱う者に対して、表

示基準府令に基づき、①一般的に食肉の生食は食中毒のリスクがある旨、②

子供、高齢者その他食中毒に対する抵抗力の弱い者は食肉の生食を控えるべ

き旨、を店舗の見やすい箇所に表示するよう指導する。 

（３）飲食店営業を営む届出者で馬肉を取り扱う者に対して、「生食用食肉を取

り扱う飲食店における情報提供について」（平成２３年５月１０日付け食安

発０５１０第１号）に基づき、トリミング等の生食用の加工を行った施設等

について店内、メニュー等に掲示すること等により、利用者に対し適切に加

工を行っている旨を情報提供するよう指導する。 

 

６ 定期的な監視指導 

（１）届出済施設について、別紙の「生食用食肉取扱施設チェック表」等を用い、  

衛生管理状況の監視を年１回以上行う。 

（２）届出者が行う自主検査の検査成績書を監視の際確認し、牛肉については規

格基準に従った回数の自主検査を実施しているか確認する。なお、馬肉につ

いては、飲食店営業において、あらかじめ細切され、容器包装に収められた

ものを取り出して使用する業態にあっては、仕入先である食肉処理業又は食

肉販売業の施設で実施した検査成績書の写しを確認することで足りる。 

（３）届出者が規格基準及び衛生基準通知に基づいた衛生管理を実施していない

ことが判明した場合は、牛肉については食品衛生法に基づき回収等適正に対

応し、馬肉については生食用食肉の取り扱いを中止するよう指導する。 

 

７ その他 

    この要領で定めるもののほか、この要領の施行に関して必要な事項は保健所

長が別に定めるものとする。 



 

   附 則 

この要領は、平成２３年５月２７日から施行する。 

   附 則 

 この要領は、平成２３年１０月１日から施行する。 

  



様式１ 

平成  年  月  日 
（提出先） 

川越市保健所長   

 
 

営業施設符号： 

営業の種類：    
届出者の住所：          

氏名：             

 
 

 

 
生食用食肉を取り扱う施設の届出書（牛用） 

 

生食用食肉を下記のとおり取り扱い（加工処理を行い）ますので、届け出ます。 
記 

１ 取扱開始日 

 
２ 取扱施設の所在地（営業所所在地） 

 

取扱施設名称（営業所の名称）・電話番号 
 

生食用食肉取扱認定者（ 食品衛生管理者・食品衛生責任者・講習会受講者 ） 
      番号：                 

        氏名
ふりがな

： 

３ 取扱品目（牛肉） 

 
４ 食肉の形態及び容器包装の形態（他施設へ販売（流通）する場合に記載する。） 

（販売する食肉の形態：ブロック、細切など） 

 
（販売時の容器包装の形態） 

 

５ 流通経路（主な流通先を記載する。なお、飲食店営業は主な仕入れ先を記載
する。） 

 

６ 添付書類 
・販売する場合は表示の見本 

・専用の加工場所を示した施設の図面 

・店舗内掲示 
・自主検査の記録 など 

  

法人にあっては、主たる事務所の 

所在地、名称及び代表者の氏名 



様式２ 

平成  年  月  日 
（提出先） 

川越市保健所長   

 
 

営業施設符号： 

営業の種類：  
届出者の住所：            

氏名：            

 
 

 

 
生食用食肉を取り扱う施設の届出書（馬用） 

 

生食用食肉を下記のとおり取り扱い（加工処理を行い）ますので、届け出ます。 
記 

１ 取扱開始日 

 
２ 取扱施設の所在地（営業所所在地） 

 

取扱施設名称（営業所の名称）・電話番号 
 

３ 取扱品目（馬肉） 

 
４ 食肉の形態及び容器包装の形態（他施設へ販売（流通）する場合に記載する。） 

（販売する食肉の形態：ブロック、細切など） 

 
（販売時の容器包装の形態） 

 

５ 流通経路（主な流通先を記載する。なお、飲食店営業は主な仕入れ先を記載
する。） 

 

６ 添付書類 
・販売する場合は表示の見本 

・専用の加工場所を示した施設の図面 など 

  

法人にあっては、主たる事務所の 

所在地、名称及び代表者の氏名 



 


